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「
一
般
寄
附
金
」
の
お
願
い 

謹
啓 

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
会
の
活
動

に
格
別
の
ご
仁
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

論
語
普
及
会
は
、
応
神
天
皇
の
御
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
『
論
語
』
を
、
学
問
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
の
日
常
に
活
か
し
、
世
相
の
混
迷
や
道
義
の
頽
廃
を
正
し
て
い
き

た
く
普
及
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
設
立
以
来
三
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た

。 
 当

会
は
平
成
十
九
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
図
り
、
そ
の
運
営
は
会
員
皆
様
の
会
費
と
、『

仮
名
論
語
』
を
中
心
と
す
る
書
籍
販
売
、
研
修
会
及
び
文
化
講
座
の
受
講
料
等
を
柱
と
し
て

お
り
ま
す
。 

然
し
な
が
ら
、
近
年
の
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
活
動
も
機
関
誌
『
論
語
の
友
』
以

外
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
対
応
し
た
活
動
も
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
活

動
を
し
っ
か
り
と
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
新
入
会
員
加
入
の
新
た
な

施
策
の
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。
当
会
の
将
来
に
向
け
て
の
事
業
安
定
化
の
た
め
、
真
に
心
苦

し
い
お
願
い
で
は
御
座
居
ま
す
が
、
こ
の
度
、
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
る
ご
支
援
を 

賜
り
た
く
、
茲
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

敬
白 

 
 

令
和
六
年
九
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

論
語
普
及
会 

会
長 
目
黒
泰
禪 

会
員
各
位
様 

一
、
寄
附
金
の
名
称
「
一
般
寄
附
金
」 

 

二
、
寄
附
金
の
使
用
目
的 

 
 

㈠
当
会
の
非
営
利
活
動
事
業
に
活
用 

 
 
 

㈡
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
の
要
員
確
保
等
に
活
用 

 
 
 

㈢
公
開
講
座
・
文
化
講
座
拡
充
活
動
に
活
用 

三
、
寄
附
金
額 

一
口 

五
千
円
（
で
き
ま
す
れ
ば
二
口
以
上
） 

 

四
、
期
間
令
和
六
年
九
月
か
ら
令
和
七
年
八
月
迄
、 

同
封
の
郵
便
局
「
専
用
振
込
用
紙
」
に
て
お
振
込
み
願
い
ま
す
。 
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